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Bayesian Regression

回帰のベイズ版

重みベクトルを求めるのが回帰

確率変数と見る、ベイズ流

長所

短所

・データにフィット
・正規化項の推定も同時にできる

・計算が大変



  

式の結論

ビショップ本の 3.3 「ベイズ推定回帰」参照

事前分布

事後分布



  

計画行列

: 基底関数

ここでは線型を扱っているので、
の次元が M 次元



  

BayesianRidge

sklearn で提供されているベイズ線形回帰の関数

事前分布

リッジ回帰

メタパラメータは λ と α



  

メタパラメータ α と λ

ベイズ流にこれらも一緒に推定する

事前分布にガンマー分布を利用

更にパラメータ
 k と θ が存在

α に対する k と θ を α1 と α2 とおく
λ に対する k と θ を λ1 と λ2 とおく

関数のデフォルト値として

α1 = α2 = λ1 = λ2 = 10^{-6}



  

実行例

推定した α と λ の値



  

Automatic Relevance Determination

ARD

ARDRegression は BayesianRide とほとんど同じ

BayesianRide の事前分布

ARDRegression の事前分布

λi に対する k と θ はみな同じ λ1 と λ2 

w の各次元の値の分散が異なるモデル
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